
 

「神奈川県当事者目線の障害福祉推進条例～ともに生きる社会を目指して～」 

に基づく基本計画の評価方法について 

 

１ 本計画の評価について 

  当事者部会において、県が行う評価は「行政が採点、評価」をしたと考え 

られるので、当事者自身が点数をつける、当事者が行う評価の視点を加えて 

ほしい、という意見がありました。いただいた意見を踏まえて「障害当事者 

の視点」を含めた評価を検討しました。 

本計画は、①指標の達成度、②厚生労働省の基本指針に基づく成果目標及

び活動指標の数値、③県民（当事者）の意見、を踏まえて、計画に沿った取

組みの達成度の評価を行うこととしたいと考えています。 

   

 （評価の流れ） 

評価内容 評価方法 備考 

各課の評価 

成果目標の実績値、達成率 

主な取組による成果 
 

自己評価の取りまとめ  

（一次評価） ４段階評価 評価理由も記載 

当事者ヒアリング 意見聴取 一次評価、指標の内容 

 当事者部会で報告 意見聴取 

最終評価 施策審議会に提出  

 ※ 指標については、別途調査 

 

２ 評価方法について 

（１）評価内容 

  【必須】 

厚生労働省の基本指針に基づく成果目標及び活動指標の数値はこれまで

どおりの調査を行う。 

  【その他の案】 

  ア 計画の各論１～９を３つに分けて、１年に３つずつ評価を行う。 

   グループ分けは別紙のとおり。 

  イ 各論１～９を毎年度評価する。 

  ウ 対象事業を選定し評価する。対象とする項目は別紙のとおり。 

  エ 構成事業調査を行い、その結果について当事者その他にヒアリングを

行う。 

オ 指標の評価は県民ニーズ調査を活用する。 

 

（２）評価実施方法の案 

  ア 当事者団体等にヒアリングを行う。 

  イ 県民ニーズ調査に回答できない 18 歳未満の子どもの声を聞く。 

   （協力してくれる学校や事業所への訪問） 
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  ウ 当事者部会委員の協力 

    （委員からの意見聴取だけでなく、委員の周囲の当事者にインタビュ

ーしてもらい報告を受ける等） 

       

（３）評価していただく対象者（当事者） 

    障害当事者、家族、支援者 

 

（４）上記をまとめたもの 
案 調査者 対象者 内容 方法 

１ 県 担当課 

厚生労働省の基本指

針に基づく成果目標

及び活動指標の数値 

実績状況の調査 

２－１ 

県 

当事者部会員 
当事者 

 

ヒアリング 

 

計画の各論１～９を３つ

に分けて、１年に３つず

つ評価を行う 

（別紙１参照） 

２－２ 
各論１～９を毎年度評価

する。 

２－３ 

対象事業を選定し評価す

る 

（別紙２参照） 

２－４ 当事者部会員 当事者 ヒアリング ２－１～３ 

３ 県 担当課 
取組の方向性に紐づ

く事業の内容確認 
構成事業調査 

４ 県 

18 歳

以上の

県民 

指標の達成度 県民ニーズ調査 

 

 

３ 今後のスケジュール（指標の検討も含む） 

  10 月 障害当事者部会に本日の検討内容を報告 

  11 月 本審議会に当事者部会の意見を報告、指標案および評価方法案につ

いて報告 
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